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Research Abstract

マスバランスの得られる定常法⼟壌中ガス拡散係数測定装置を作成し,これを⽤いて⼟壌中のトリクロロエチレン(以下TCE)の拡散係数を測定した。成果は以下の通
りである。 
1.定常法拡散係数測定装置の開発:TCEは強⼒な溶剤であるため,これに耐える材質で拡散係数測定装置を作成した。また,測定に伴う誤差の評価も⾏った。 
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2.乾燥した砂・ガラスビーズでのTCE拡散係数の測定:乾燥したガラスビーズ,乾燥した海岸砂(⽯川県内灘海岸より採取)についてTCE拡散係数を測定した。⼟壌中
での拡散係数の空気中での拡散係数の⽐である拡散⽐を算出し,前年度測定した酸素の拡散⽐と⽐較したところ,TCEは酸素に対しガラスビーズで数倍,海岸砂で1.5
倍となり,表⾯拡散の影響が認められた。海岸砂については吸着平衡をも測定し,これを基に算出した表⾯拡散係数は1.54×10^<-8>m^2s^<-1>であった。 
3.湿潤状態の⼟壌中でのTCEの拡散係数:上記の海岸砂および有機物を多く含む畑⼟壌について湿った状態でのTCEの拡散係数を測定した。⼟壌への吸着のためか実
験開始から定常状態が得られるまでに数⽇を要し,またデータのばらつきも⼤きかった。得られた拡散⽐はオーダーとして酸素の拡散係数とほぼ⼀致し,⼟壌との相
互作⽤の拡散係数への影響はさほど⾒られなかった。乾燥状態で⼟壌への吸着の影響が⼤きく湿潤状態で⼩さいというのは,吸着量に関する既往の研究報告と⼀致
している。 
以上の事より⼟壌中でのTCEの拡散機構については,乾燥状態では分⼦拡散に加え表⾯拡散が影響するが湿潤状態では分⼦拡散が⽀配的であると考えられる。すなわ
ち,初期の⽬的の⼤半は達せられた。今後はデータを蓄積してこれを確認するとともに⼟壌へのTCEの添加の影響の検討等を通して,拡散機構のさらなる解析を進め
る予定である。
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